

















化は 1993 年より ASEAN 共通有効特恵関税（ASEAN・CEPT）計画のもとで開始され，2009
年からは CEPT 計画を大幅に改定した ASEAN 物品貿易協定（ATIGA）が発効し域内関税の
削減・撤廃は大きく進展した。2010 年までに ASEAN 先行加盟国のブルネイ，インドネシア，
マレーシア，フィリピン，シンガポール，タイで域内関税の撤廃が完了し，新規加盟国のカン
ボジア，ラオス，ミャンマー，ベトナムについては 2015 年までに完了した。AFTA のもとで
域内貿易と生産ネットワークの形成が進展し，加盟国は急速な経済発展を実現してきた。図 1




1）	 　本研究は JSPS 科研費 18K18582 の助成を受けたものです。
1）
35
注	）　輸出額と輸入額は SITC 分類の総額で ASEAN10 か国の合計額を用いている。ただし，カンボ
ジア，ラオス，ミャンマーの輸出入額に欠損値がある。一人当たり GDP は 10 か国の平均値である。
デ	ータ）　ASEAN 域内貿易は国際連合財貿易統計（COMTRADE），一人当たり実質 GDP は世界銀
行の世界開発指標（WDI）を用いて作成した。
図 1　1990 年～2015 年の ASEAN域内貿易と一人当たりGDPの推移
ASEAN 加盟国が活発な域内貿易に支えられて高い経済成長を実現してきた一方で，各国内
の所得格差は残された課題の一つである。図 2 は世界銀行の推計による家計所得を用いた Gini
係数である。タイ，マレーシア，フィリピンは家計所得でみた格差が縮小に向かっているが，
一方でインドネシア，ラオスでは 2000 年代後半以降，所得格差は拡大傾向にあり，ベトナムで
は格差の水準は 35% 前後で変動している。クズネッツの逆 U 字仮説によると，国内の地域間
格差は途上国の経済発展にしたがって次第に縮小するとされるが，発展段階の異なる ASEAN


























































































































𝑙𝑙𝑙𝑙 𝑙𝑙�� = 𝛽𝛽� 𝑙𝑙𝑙𝑙 𝑙𝑙𝑙𝑙�� + 𝛽𝛽� 𝑙𝑙𝑙𝑙 𝑙𝑙� + 𝛽𝛽� 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� + 𝛽𝛽� 𝑙𝑙𝑙𝑙 𝑙𝑙𝑙𝑙�� 




距離である。AFTA への参加度の代理変数として、ASEAN 各国の GDP に占める ASEAN へ
の輸出シェアの TXtc を用いた。対世界の輸出および輸入からの影響と比較するため、対世界輸
出額、輸入額の GDP に占めるシェアも用いている。αi は観測できない個別効果、および uit は
誤差項である。各国のパネルデータを利用しているが、時間変化のない説明変数である港湾か
らの距離や道路延⾧距離の説明変数を用いるため、変量効果モデルによる推計を行う。さらに、





，ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��
	は，地域 i の t 年の一人当たり夜間光量である。ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��
	は地域 i の t 年の人口密度，
ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� 𝛽𝛽� l 𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��
	は地域 i の面積あたりの道路延長である。ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽 ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽 (ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��
	は，地域 i の中心点から最も近い港湾までの距
離である。AFTA への参加度の代理変数として，ASEAN 各国の GDP に占める ASEAN への
輸出シェアの	ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��
	を用いた。対世界の輸出および輸入からの影響と比較するため，対世界輸出
額，輸入額の GDP に占めるシェアも用いている。
ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃 � + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽 (ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇��) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��	は観測できない個別効果，および	
ln 𝐿𝐿�� = 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝑃𝑃�� + 𝛽𝛽� ln𝑅𝑅� + 𝛽𝛽� ln𝑃𝑃𝐷𝐷� + 𝛽𝛽� ln𝑇𝑇𝑇𝑇�� 
+𝛽𝛽 (ln𝑃𝑃𝑃𝑃 × ln𝑇𝑇� ) + 𝛽𝛽�(ln𝑅𝑅� × ln𝑇𝑇 ) + 𝛽𝛽�(ln𝑃𝑃𝐷𝐷� × ln 𝑇𝑇��) + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��	は誤
差項である。各国のパネルデータを利用しているが，時間変化のない説明変数である港湾から
の距離や道路延長距離の説明変数を用いるため，変量効果モデルによる推計を行う。さらに，






空間加重行列（𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� = 𝜌𝜌∑𝜔𝜔��𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� + 𝛽𝛽�𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� + 𝛽𝛽�𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� + 𝛽𝛽�𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� + 𝛽𝛽� ln 𝑇𝑇𝑇𝑇��  
+ 𝛽𝛽���𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�����������) ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇�����������
+ 𝛽𝛽���𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������) ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇�����������
+ 𝛽𝛽���𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������� ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑇𝑇����������� + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��,
𝑢𝑢�� = 𝜆𝜆∑𝜔𝜔��𝜇𝜇�� + 𝑒𝑒�� 
）を用いた空間ラグを用いる。よって，推計式は以下のとおりである。空間加重行列（ωij）を用いた空間ラグを用いる。よって、推計式は以下のとおりである。 
 
𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� = 𝜌𝜌∑𝜔𝜔��𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� + 𝛽𝛽�𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� + 𝛽𝛽�𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� + 𝛽𝛽 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� + 𝛽𝛽� 𝑙𝑙𝑙𝑙 𝑙𝑙𝑙𝑙��       
+ 𝛽𝛽���𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�����������) ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙 − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������������
+ 𝛽𝛽���𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������) ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������������
+ 𝛽𝛽 ��𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�������� ∗ (𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙�� − 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙������������� + 𝛼𝛼� + 𝑢𝑢��, 
 










と人口データが両方利用可能な 2000 年から 2013 年である。グリッドセル・レベルのデータを
ASEAN 各国の最小行政単位の地域レベルに集計するために、行政単位地図を「グローバル行
政地区データベース（GADM）」のバージョン 3.6 を使用する3。 
図４はタイ、カンボジア、ラオス、フィリピン、マレーシア、およびベトナム、インドネシ
アの一部の地域レベルの夜間光量を 2000 年と 2013 年で比較したものである。光量が高い、す
なわち人口が多く経済活動が活発である地域ほど濃色となるように表示されている。タイのバ
 




3 GADM（Global Administrative Areas （ウェブサイト：https://gadm.org/ ））はカリフォ
ルニア大学バークレー校、脊椎動物学博物館、国際稲研究所（University of Berkeley, 















アの一部の地域レベルの夜間光量を 2000 年と 2013 年で比較したものである。光量が高い，す
なわち人口が多く経済活動が活発である地域ほど濃色となるように表示されている。タイのバ













図 4　夜間光量の変化，2000 年（左）と 2013 年（右）
図 5 はベトナム南部およびカンボジア中南部の夜間光量の 2000 年から 2013 年の 14 年間の変











2000 年から 2013 年である。ASEAN の共通効果特恵関税／財貿易基本協定（CEPT/ATIGA）
のスケジュールのもとで域内関税は 2000 年代に大幅な引き下げが実施され，ASEAN 加盟国間








図 5　夜間光量の変化率，2000 年から 2013 年
5．推計結果




















Model 1 Model 2 Model 3 Model 4 Model 1 Model 2 Model3 Model 4
ln（人口密度） -0.06818 *** -0.07212 *** -0.06877 *** -0.07161 *** -0.49957 *** -0.50605 *** -0.49853 *** -0.50650 ***
ln（港湾までの距離，km） 0.25364 *** 0.32076 *** 0.25320 *** 0.32905 *** -0.42892 *** -0.43293 *** -0.42696 *** -0.43288 ***
ln（道路延長／面積，km） 0.00884 0.00767 0.00808 0.00812 0.12485 *** 0.12519 *** 0.12469 *** 0.12521 ***
ln（ASEAN 域内輸出シェア） 0.23568 *** 0.32415 *** 0.71694 ***
ln（ASEAN 域内輸入シェア） 0.34318 *** 0.68586 ***
ln（対世界輸出シェア） 0.32415 *** 0.87684 ***
ln（対世界輸入シェア） 0.37843 *** 0.81822 ***
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.06846 *** -0.03670
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.06454 -0.05519
ln（港湾距離）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.00209 0.13400 ***
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸入シェア） 0.21597 *** 0.06635 ***
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸入シェア） 0.71497 *** 0.00419
ln（港湾距離）
*ln（ASEAN 輸入シェア） 0.01516 -0.01348
ln（人口密度）




*ln（対世界輸出シェア） 0.00283 0.08909 ***
ln（人口密度）
*ln（対世界輸入シェア） 0.27250 *** 0.09832 **
ln（道路延長）
*ln（対世界輸入シェア） 0.77497 *** -0.01066
ln（港湾距離）
*ln（対世界輸入シェア） 0.02054 0.00714
年ダミー Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes
σu 1.27402 1.25857 1.27408 1.25734 1.37154 1.37448 1.37016 1.37460
σe 1.29613 1.29523 1.29905 1.29330 0.86517 0.86511 0.86491 0.86524
対数尤度 （39270.0） （39250.0） （39320.0） （39220.0） （9861.9） （9862.5） （9859.8） （9863.6）
疑似 R2 0.2234 0.2226 0.2211 0.2240 0.0660 0.0659 0.0664 0.0658
サンプル数 22120 22120 22120 22120 7028 7028 7028 7028
グループ数 1580 1580 1580 1580 502 502 502 502




Model 1 Model 2 Model 3 Model 4 Model 1 Model 2 Model3 Model 4
ln（人口密度） -0.41891 *** -0.42346 *** -0.41709 *** -0.41963 *** -0.67783 *** -0.67513 *** -0.67715 *** -0.67747 ***
ln（港湾までの距離，km） -0.76529 *** -0.77222 *** -0.76255 *** -0.76635 *** 0.08991 0.01833 0.09030 0.09005
ln（道路延長／面積，km） -0.02306 -0.02280 -0.02319 -0.02301 0.11895 *** 0.11452 *** 0.11896 *** 0.11895 ***
ln（ASEAN 域内輸出シェア） 1.33483 *** 1.55140 *** 0.88856 ***
ln（ASEAN 域内輸入シェア） 1.30189 *** 0.79922 ***
ln（対世界輸出シェア） 1.58957 *** 1.10263 ***
ln（対世界輸入シェア） 1.55140 *** 1.09866 ***
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸出シェア） -0.03328 0.01417
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸出シェア） -0.11859 -0.06247
ln（港湾距離）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.16227 *** -0.02002 *
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸入シェア） -0.13880 * -0.14175 **
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸入シェア） 0.01386 -0.04565
ln（港湾距離）










*ln（対世界輸入シェア） -0.10345 -0.12069 *
ln（港湾距離）
*ln（対世界輸入シェア） 0.15190 *** -0.02695 *
年ダミー Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes
σu 1.04122 1.04516 1.03978 1.04184 1.65407 1.64085 1.65400 1.65405
σe 0.52138 0.52080 0.52150 0.52155 1.72754 1.72876 1.72753 1.72749
対数尤度 (1871.9) (1870.9) (1871.8) (1872.7) (47560.0) (47570.0) (47560.0) (47560.0)
疑似 R2 0.1511 0.1497 0.1519 0.1507 0.1418 0.0631 0.1418 0.1418
サンプル数 2016 2016 2016 2016 23058 23058 23058 23058
グループ数 144 144 144 144 1647 1647 1647 1647




Model 1 Model 2 Model 3 Model 4 Model 1 Model 2 Model3 Model 4
ln（人口密度） -0.42335 *** -0.43604 *** -0.43109 *** -0.43134 *** -0.60839 *** -0.61103 *** -0.60386 *** -0.60870 ***
ln（港湾までの距離，km） -0.39798 *** -0.66243 *** -0.66038 *** -0.66025 *** -0.46713 *** -0.46857 *** -0.46408 *** -0.46644 ***
ln（道路延長／面積，km） 0.03062 *** 0.02634 *** 0.02636 *** 0.02639 *** 0.08374 *** 0.08398 *** 0.08326 *** 0.08356 ***
ln（ASEAN 域内輸出シェア） 0.56855 *** 0.88684 ***
ln（ASEAN 域内輸入シェア） 0.47296 *** 0.94164 ***
ln（対世界輸出シェア） 0.58864 *** 1.08047 ***
ln（対世界輸入シェア） 0.57517 *** 1.09492 ***
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.12584 * 0.05709
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸出シェア） 0.52655 *** -0.08016
ln（港湾距離）
*ln（ASEAN 輸出シェア） -0.04148 -0.02336
ln（人口密度）
*ln（ASEAN 輸入シェア） 0.17083 ** 0.01958
ln（道路延長）
*ln（ASEAN 輸入シェア） -0.01091 -0.30041 ***
ln（港湾距離）
*ln（ASEAN 輸入シェア） -0.03719 0.03573
ln（人口密度）










*ln（対世界輸入シェア） -0.08309 ** -0.00215
年ダミー Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes
σu 0.64080 0.65136 0.65025 0.65031 0.93708 0.93864 0.93463 0.93673
σe 1.00090 1.00544 1.00551 1.00504 0.91237 0.91163 0.91224 0.91185
対数尤度 （19340.0） （19440.0） （19430.0） （19430.0） （13560.0） （13550.0） （13560.0） （13550.0）
疑似 R2 0.1691 0.1445 0.1455 0.1443 0.1072 0.1085 0.1073 0.1071
サンプル数 12992 12992 12992 12992 9492 9492 9492 9492
グループ数 928 928 928 928 678 678 678 678



















































































平均 標準偏差 最大値 最小値 平均 標準偏差 最大値 最小値 平均 標準偏差 最大値 最小値
ln（夜間光量／人口） -1.09406 2.18079 -9.01448 1.19605 -4.70724 1.60425 -10.46039 0.21415 -3.26332 1.05937 -9.45617 0.53729
ln（人口密度） -12.9060 3.1583 -24.8448 0.0000 -8.7873 2.1076 -16.0567 0.0000 -16.8099 2.5673 -23.5855 -8.9781
ln（港湾までの距離，km） 5.15047 0.49331 0.98273 6.02962 4.05455 1.03101 -0.81360 5.75514 3.74885 0.82057 1.37902 5.00303
ln（道路延長／面積，km） -6.85601 4.77541 -20.62290 0.00000 -9.06501 2.18998 -16.85691 0.00000 -9.58706 1.11382 -16.95259 -7.68437
ln（ASEAN 域内輸出シェア） -10.4023 0.4461 -11.0723 -9.6420 -9.8967 0.1128 -10.0293 -9.6273 -8.4185 0.1198 -8.5862 -8.2050
ln（ASEAN 域内輸入シェア） -8.80036 0.12389 -8.98152 -8.53940 -9.92098 0.24825 -10.32293 -9.43108 -8.63579 0.08534 -8.78856 -8.48468
ln（対世界輸出シェア） -7.71276 0.10716 -7.88572 -7.55459 -8.25039 0.18706 -8.51725 -7.88622 -7.05875 0.12947 -7.26089 -6.87079
ln（対世界輸入シェア） -7.77471 0.11685 -7.88818 -7.52432 -8.59254 0.13873 -8.89390 -8.28181 -7.24583 0.12198 -7.40804 -7.06659
フィリピン（標本数：23058） タイ（標本数：12992） ベトナム（標本数：9492）
平均 標準偏差 最大値 最小値 平均 標準偏差 最大値 最小値 平均 標準偏差 最大値 最小値
ln（夜間光量／人口） -4.06146 2.62762 -10.88554 0.69315 -3.64937 1.40914 -9.14238 1.89535 -4.63523 1.37880 -10.11631 0.23180
ln（人口密度） -8.3388 1.3432 -18.1186 -2.9430 -8.9376 1.3620 -15.0362 -3.2092 -8.0266 1.6601 -15.0293 -2.4004
ln（港湾までの距離，km） 3.61564 0.78559 0.07890 5.44443 4.92911 1.11367 0.02818 6.21301 4.40853 0.94712 0.40769 6.11338
ln（道路延長 / 面積，km） -8.34241 2.45653 -15.25282 0.00000 -8.77208 2.24790 -14.87272 0.00000 -8.68826 1.87036 -13.95103 0.00000
ln（ASEAN 域内輸出シェア） -9.9079 0.3932 -10.6216 -9.4546 -9.0226 0.1325 -9.2490 -8.8302 -9.3109 0.1506 -9.5937 -9.1041
ln（ASEAN 域内輸入シェア） -9.48388 0.18415 -9.85517 -9.25514 -9.28070 0.10545 -9.42688 -9.08686 -8.80629 0.17230 -9.05170 -8.49389
ln（対世界輸出シェア） -8.08297 0.35716 -8.68730 -7.66384 -7.49672 0.06175 -7.61898 -7.39243 -7.45416 0.16805 -7.71412 -7.17257
ln（対世界輸入シェア） -7.89943 0.28349 -8.33272 -7.58651 -7.52100 0.09988 -7.66866 -7.39092 -7.32070 0.17195 -7.65892 -7.11910
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ASEAN Free Trade Area and Within-Country Inequality
Misa Okabe
Abstract
In this paper, we focus on spatial effects of trade liberalization under Association of 
Southeast Asian Nation (ASEAN)’s regional economic integration. Using geo-coded 
population data and nighttime satellite imagery, we estimate the impact of intra-regional 
trade within ASEAN Free Trade Area (AFTA) on economic welfare at the municipality 
level of each country under the framework of spatial autoregressive model. The result 
suggests that active regional trade under the AFTA increases the overall regional income 
level. Lower transportation costs, computed from the length of roads and the distance to 
seaports, are also important factors contributing to an increase in the regional income level. 
Further, although an increase in regional trade increases regional income inequality in 
some members, the relationship is ambiguous in other members. This result implies that 
regional economic integration should be complemented by supplementary policy measures 
to reduce the regional income inequality resulting from varying initial geographical 
conditions.
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